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現
在
、
大
河
ド
ラ
マ
で
紫

式
部
や
清
少
納
言
な
ど
の
女

流
作
家
が
再
び
注
目
を
集
め

て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
、
当

時
の
社
会
に
お
い
て
文
学
を

通
じ
て
自
己
表
現
を
行
っ
た

先
駆
者
で
あ
り
、
現
代
の
我

々
が
直
面
す
る
課
題
を
映
し

出
し
て
い
る
。

　

昨
年
秋
、
慶
應
義
塾
大
学

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
は
麻
布

台
ヒ
ル
ズ
に
移
転
し
、
革
新

的
な
検
査
項
目
を
導
入
し
、

国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
る
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
医
療
を
目

指
し
て
い
る
。
特
に
、
未
病

の
状
態
で
の
介
入
に
注
力
し

て
お
り
、
こ
れ
は
現
代
医
療

の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
医
療
の
国
際
化
推

進
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
我
々
の
強
み
を
世
界
に

発
信
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

未
病
の
概
念
は
、
疾
病
が

顕
在
化
す
る
前
に
予
防
や
早

期
介
入
を
行
う
こ
と
で
健
康

を
維
持
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
り
、
個
々
人
の
行
動
変
容

を
促
す
個
別
化
医
療
の
開
発

・
提
供
に
よ
り
、効
果
的
な
健

康
管
理
が
可
能
と
な
り
、
多

く
の
人
々
の
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
検

査
や
診
療
に
加
え
、
受
診
者

へ
の
き
め
細
や
か
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
エ
ビ

デ
ン
ス
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
幅
広
い
専

門
分
野
の
医
師
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、
臨

床
業
務
や
研
究
に
邁
進
し
て

お
り
、
特
に
女
性
医
師
た
ち

の
活
躍
も
顕
著
で
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
は
医
師
が
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
に

も
注
力
し
て
い
る
。

　

紫
式
部
や
清
少
納
言
が
そ

の
時
代
に
お
い
て
文
学
を
通

じ
て
自
己
表
現
を
行
っ
た
よ

う
に
、
現
代
の
医
師
た
ち
も

自
ら
の
方
法
で
社
会
に
貢
献

し
、
次
世
代
へ
の
道
を
切
り

開
く
必
要
が
あ
る
。
予
防
医

療
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は

そ
の
象
徴
で
あ
り
、
未
病
の

段
階
で
の
介
入
や
パ
ー
ソ
ナ

ラ
イ
ズ
ド
医
療
の
発
展
は
、

多
く
の
人
々
の
健
康
を
守
る

た
め
の
新
た
な
希
望
と
な
っ

て
い
る
。

　

我
々
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
日
々
の
業
務
に
全
力
を

尽
く
し
、
医
療
の
未
来
を
切

り
拓
く
姿
勢
を
持
ち
続
け
る

こ
と
で
、
医
療
に
新
た
な
視

点
を
提
供
し
、
さ
ら
な
る
躍

進
を
目
指
し
て
い
る
。

（
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

�

清
水
良
子　

77
回
）

第93回北里記念式開催第93回北里記念式開催
北
島
賞

北
里
賞

【受賞者講演】

小
児
科
学
教
室 

教
授

鳴
海 

覚
志（
80
回
）

皮
膚
科
学
教
室 

准
教
授

高
橋 

勇
人（
79
回
）

「
先
天
性
内
分
泌
疾
患
の
分
子
基
盤
の
解
明
」

「�
皮
膚
自
己
免
疫
疾
患
の
Ｔ
細
胞
に
よ
る
病
態
形
成
と
そ
の

制
御
機
構
の
解
明
」

瑞
宝
中
綬
章

丸
山 

勝
也（
49
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元
　（
独
）国
立
病
院
機
構
久
里
浜
ア
ル

コ
ー
ル
症
セ
ン
タ
ー
院
長

元
　
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
学
会

理
事
長

春の叙勲
旭
日
双
光
章

髙
橋 

茂
雄（
54
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

（
一
社
）埼
玉
県
医
師
会
代
議
員
会
議
長

昭
和
産
婦
人
科
院
長

瑞
宝
中
綬
章

外
口 　

崇（
56
回
）

〈
厚
生
労
働
行
政
事
務
功
労
〉

元
　
厚
生
労
働
省
保
険
局
長

　

こ
の
た
び
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
／
大
学
病
院
２
号

館
の
９
階
に
、
信
濃
町
リ
サ

ー
チ
＆
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（Center for 

Research and Incubation, K
eio University at 
Shinanomachi Campus

：

Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
信
濃
町
）
を
開
設

し
、
去
る
5
月
29
日
に
盛
大

な
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
開
所
式
に

い
、
人
を
真
ん
中
に
し
た
医

療
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
未
来
の
コ

モ
ン
セ
ン
ス
に
す
る
た
め
の

共
同
研
究
の
場
と
し
て
、
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
信
濃
町
の
大
き

な
特
徴
と
し
て
、
①
医
療
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
共
同
研
究

の
場
と
な
る
こ
と
、
②
起
業

家
中
心
の
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
、

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｉ

Ｋ
信
濃
町
で
は
、
独
自
の
デ

ー
タ
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ム
を
有

し
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
と
相
談
し
な
が
ら
、
慶

應
義
塾
大
学
病
院
の
医
療
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
共
同
研
究

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
の
中
だ
か
ら
こ
そ
で
き

るPoC

か
ら
臨
床
試
験
、
そ

し
て
社
会
実
装
を
目
標
に
し

た
一
気
通
貫
の
研
究
・
開
発

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
（
※
医
療
デ
ー
タ
の

活
用
は
研
究
ご
と
に
審
議
の

う
え
患
者
さ
ん
の
同
意
を
得

て
行
い
ま
す
）。

　

②
に
つ
い
て
は
、
9
階
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
に
、
賃
貸
オ
フ

ィ
ス
（
29
室
）、
デ
ス
ク
ル

ー
ム
（
26
席
）
の
ほ
か
、
会

議
室
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
意
識
し
た
設
計
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
参
画
企

業
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
オ
フ

ィ
ス
会
員
、
専
用
デ
ス
ク
会

員
、
ラ
ウ
ン
ジ
会
員
の
３
種

類
の
会
員
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
信
濃
町
に

て
、
起
業
家
や
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
や
士
業
、
大
手
企
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方

と
医
療
関
係
者
が
出
会
い
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
交
流
が
深

ま
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
む
け
た
新
た

な
ア
イ
デ
ア
創
出
や
研
究
開

発
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
開
所
式
が
成
功
裏

に
終
了
で
き
ま
し
た
の
も
、

ひ
と
え
に
義
塾
、
医
学
部
の

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の

お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
新
施
設
を
拠

点
に
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
発
展
に
向
け

た
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
も
し
ア

イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（https://CRIK.keio.

ac.jp/

）
か
ら
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
副
医
学
部
長　

産
学
連
携

担
当　

中
村
雅
也　

66
回
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院

慶
應
義
塾
大
学
病
院
22
号
館
号
館
99
階階

信
濃
町
リ
サ
ー
チ
＆

信
濃
町
リ
サ
ー
チ
＆

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
（

　
　
（CR

IK
 Shinanom

achi
CR
IK
 Shinanom

achi

）開
所
！

）開
所
！

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
て

髙
橋 

茂
雄（
産
婦
54
回
）

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
て 

外
口 　

崇（
56
回
）

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
て

丸
山 

勝
也（
49
回
）

　

令
和
６
年
春
の
叙
勲
に
て

旭
日
双
光
章
を
受
章
す
る
栄

誉
に
浴
し
ま
し
た
。
塾
長
は

じ
め
三
四
会
の
諸
先
生
方
か

ら
温
か
い
ご
祝
意
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
で
卒
後
50
年
の
節
目

と
な
り
ま
す
が
、
昭
和
50
年

卒
業
後
産
婦
人
科
学
教
室
で

故
飯
塚
理
八
教
授
の
ご
指
導

の
も
と
不
妊
治
療
、
排
卵
誘

発
の
仕
事
に
従
事
し
た
後
総

合
太
田
病
院
（
現
太
田
記
念

病
院
）
へ
出
張
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
昭
和
59
年
よ
り
父

親
（
19
回
生
）
の
体
調
不
良

に
よ
り
埼
玉
県
本
庄
市
で
産

婦
人
科
の
昭
和
病
院
を
継
承

し
ま
し
た
。
以
来
周
産
期
医

療
一
筋
に
励
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
28
年
ま
で
で
入

院
診
療
を
終
了
し
、
現
在
は

昭
和
産
婦
人
科
と
し
て
外
来

診
療
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
保
健
衛
生
功
労

で
の
受
章
で
す
が
、
医
師
会

は
官
公
庁
、
自
治
体
、
企

業
、
慶
應
義
塾
か
ら
学
部
長

や
慶
應
病
院
関
係
者
な
ど
、

多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
祝
辞
に
続
き
、
施
設

の
内
覧
会
を
開
催
し
、
新
施

設
の
充
実
し
た
設
備
と
快
適

な
環
境
に
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
伊
藤
公
平

塾
長
か
ら
は
「
未
来
の
コ
モ

ン
セ
ン
ス
を
つ
く
る
研
究
大

学
を
目
指
す
拠
点
を
つ
く
り

た
い
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
信
濃
町
を
整
備
で

き
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
た

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
金
井
隆
典
医
学
部

長
か
ら
も
「
こ
れ
ま
で
医
学

部
は
た
く
さ
ん
の
シ
ー
ズ
を

作
っ
て
も
、
埋
も
れ
て
い
た

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と

思
う
」、
今
後
の
産
業
化
に

向
け
た
期
待
の
コ
メ
ン
ト
を

頂
き
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
は
近
年
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
特
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

創
出
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
度
に
は
、

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

と
連
携
し
て
「
未
来
の
コ
モ

ン
セ
ン
ス
を
つ
く
る
研
究
大

学
」
を
掲
げ
、「
地
域
中
核

・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
」（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ

Ｓ
）
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
Ｃ

Ｒ
Ｉ
Ｋ
信
濃
町
は
、
医
療
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
を
含
め
た

幅
広
い
領
域
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
に
一
層
の
支
援
を
行

５月29日に開所式を開催

受賞者との記念撮影 撮影：岸剛史塾長はじめ多くの関係者とグランドオープンを祝福

広々としたラウンジ

データアクセスルーム

に
お
い
て
の
長
年
の
地
域
医

療
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
一
般

社
団
法
人
本
庄
市
児
玉
郡
医

師
会
の
役
員
を
現
在
ま
で
32

年
間
そ
の
間
平
成
16
年
４
月

よ
り
令
和
４
年
６
月
ま
で
18

年
間
会
長
を
務
め
ま
し
た
。

最
後
の
３
年
間
の
仕
事
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
地
域
医
療
を
ど

う
に
か
維
持
し
て
い
く
こ
と

で
し
た
。
自
身
発
熱
外
来
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
率
先
し

て
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、

５
類
移
行
後
一
年
経
過
し
て

み
る
と
遠
い
昔
の
出
来
事
の

よ
う
で
す
。

　

日
本
医
師
会
で
は
平
成
16

年
よ
り
予
備
代
議
員
、
平
成

26
年
よ
り
代
議
員
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
埼
玉
県
医
師
会

で
は
理
事
に
就
任
し
た
ほ

か
、
埼
玉
医
大
・
防
衛
医
大

を
含
む
県
内
32
医
師
会
で
構

成
す
る
郡
市
医
師
会
長
協
議

会
の
会
長
と
し
て
県
医
師
会

と
の
連
携
調
整
を
８
年
間
経

験
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
よ

り
は
県
医
師
会
代
議
員
会
議

長
と
し
て
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。

　

三
四
会
で
は
本
年
度
よ
り

埼
玉
三
四
会
の
会
長
と
な
り

ま
し
た
。
同
窓
の
皆
様
と
の

連
携
親
睦
を
は
か
り
、
県
内

会
員
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
に
微
力
を
尽
く
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
は
三
四
会
は

じ
め
多
数
の
関
係
者
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
指
導
に
よ
る
も

の
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
春
の
叙
勲
に
お

い
て
厚
生
労
働
行
政
事
務
功

労
に
よ
り
瑞
宝
中
綬
章
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
去
り
し
日

々
を
振
り
返
り
、
本
間
光
夫

先
生
（
27
回
）、
安
倍
達
先

生
（
34
回
）
を
始
め
、
こ
れ

ま
で
の
皆
様
の
ご
厚
誼
と
ご

指
導
の
お
陰
と
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

卒
後
7
年
目
に
リ
ウ
マ
チ

内
科
の
研
究
者
か
ら
医
系
技

官
に
転
向
し
た
の
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
先
が
厚
生
省
医
務
室

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
国

レ
ベ
ル
の
医
療
政
策
に
興
味

を
持
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
当
初
は
霞
ヶ
関
・
永
田

町
の
異
文
化
に
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
健
康
局

長
、
医
政
局
長
、
保
険
局
長

を
経
て
２
０
１
２
年
に
定
年

退
職
す
る
ま
で
30
年
間
勤
務

し
ま
し
た
。

　

行
政
は
未
来
を
創
る
仕
事

で
あ
り
、
錯
綜
す
る
利
害
関

係
や
多
様
な
価
値
観
の
衝
突

を
調
整
し
な
が
ら
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
政
策
を

練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
や
、

突
発
す
る
新
型
感
染
症
や
災

害
対
応
ま
で
範
囲
が
広
く
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し

た
。
１
９
９
３
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

事
務
局
長
再
選
選
挙
や
、
２

０
０
４
年
の
米
国
農
務
省
と

の
輸
入
牛
肉
再
開
交
渉
な
ど

は
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
在
職

中
に
、
い
つ
か
は
臨
床
現
場

に
戻
り
た
い
と
医
学
の
勉
強

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
春
の

叙
勲
に
お
い
て
、
図
ら
ず
も

瑞
宝
中
綬
章
を
拝
受
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、

慶
應
義
塾
大
学
塾
長
の
伊
藤

公
平
先
生
、
常
任
理
事
の
北

川
雄
光
先
生
、
医
学
部
長
の

金
井
隆
典
先
生
、
病
院
長
の

松
本
守
雄
先
生
、
そ
し
て
三

四
会
会
長
の
武
田
純
三
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方

々
に
ご
祝
意
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
こ
の
場
を
お

か
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
が
こ
の
受
章
に
至
っ
た

の
は
、
国
立
療
養
所
久
里
浜

病
院
（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
専
門
医
療
機
関
）
で
の
27

年
間
が
基
で
あ
る
と
推
察
致

し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に

つ
な
が
る
経
歴
と
し
て
、
昭

和
45
年
に
医
学
部
を
卒
業

し
、
消
化
器
内
科
に
入
局

後
、
昭
和
53
年
か
ら
約
２
年

半
、
米
国NIH Fogarty 

International Center

か
ら

の
奨
学
金
制
度
に
よ
る

Visiting Instructor

と
し

て
、NY

市
大Mount Sinai

医
学
部
に
て
ア
ル
コ
ー
ル
飼

料
に
よ
る
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
を
使

用
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬

変
の
機
序
に
つ
い
て
研
究
・

発
表
で
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
昭
和

59
年
に
久
里
浜
病
院
で
の
初

代
臨
床
研
究
部
長
に
推
薦
さ

れ
、
そ
こ
で
ア
ル
コ
ー
ル
の

臨
床
研
究
の
推
進
と
、
国
立

療
養
所
初
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
問
題
研
究
・
研

修
協
力
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

平
成
９
年
副
院
長
と
な
っ

て
か
ら
は
、
経
営
改
善
を
図

る
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
サ
テ
ラ
イ
ト
外
来
（
東

京
医
療
セ
ン
タ
ー
と
横
浜
医

療
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
、
ま

た
当
院
の
高
額
医
療
機
器

（
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
の
病
診

連
携
に
よ
る
利
用
促
進
、
同

時
に
慶
応
病
院
の
放
射
線
部

と
の
遠
隔
医
療
診
断
契
約
に

よ
る
診
断
効
率
の
向
上
を
推

進
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
院
長
を
拝
命
し

て
か
ら
、
さ
ら
な
る
経
営
改

善
の
た
め
に
、
平
成
16
年
に

は
存
続
が
厳
し
い
国
立
病
院

機
構
の
中
で
の
生
き
残
り
対

策
と
し
て
、
政
策
医
療
（
ア

ル
コ
ー
ル
、
精
神
）
を
打
ち

出
し
、
病
院
名
を
国
立
病
院

機
構
久
里
浜
ア
ル
コ
ー
ル
症

セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
ま
し

た
。
そ
し
て
当
時
全
国
で
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
医

療
観
察
法
病
棟
の
設
立
と
、

他
の
施
設
で
は
許
さ
れ
な
い

２
つ
め
の
医
療
観
察
法
病
棟

を
ア
ル
コ
ー
ル
症
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て

開
設
の
許
可
を
得
ま
し
た
。

さ
ら
に
長
年
の
課
題
で
あ
っ

た
重
度
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

入
院
医
療
管
理
加
算
を
保
険

診
療
に
算
定
す
る
こ
と
を
可

能
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
今
ま

で
赤
字
で
あ
っ
た
当
院
を
初

め
て
黒
字
に
転
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

以
上
が
受
章
に
至
っ
た
理

由
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
消
化

器
内
科
の
岡
崎
勲
先
生
、
故

土
屋
雅
春
、
故
石
井
裕
正
両

教
授
、
並
び
に
久
里
浜
病
院

の
故
河
野
弘
明
、
故
白
倉
克

之
両
院
長
を
始
め
と
す
る
皆

様
方
の
心
温
か
い
ご
指
導
、

ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感

謝
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

を
続
け
て
い
た
こ
と
が
役
に

立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
退
職
後
は
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
総
合
診
療

科
や
立
川
病
院
神
経
内
科
で

研
修
医
に
混
じ
っ
て
の
研
鑽

を
重
ね
、
現
在
は
新
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
臨
床
医
と
し
て
訪

問
診
療
等
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
複
数
の
疾
患
を
持
つ
高

齢
の
方
が
多
い
の
で
、
と
も

に
老
い
ゆ
く
人
間
と
し
て
少

し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
の
思
い
で
、
介
護

・
福
祉
行
政
の
経
験
も
生
か

し
な
が
ら
診
療
し
て
い
ま

す
。
今
は
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
の
笑
顔
に
接
し
た
時
が

何
よ
り
の
楽
し
み
と
感
じ
て

い
ま
す
。

shinbun@sanshikai.jp

慶應義塾医学部新聞の
メールアドレスが新しくなりました

NOTICE

　

6
月
12
日
に
、
信
濃
町
キ

ャ
ン
パ
ス
北
里
講
堂
に
お
い

て
第
93
回
北
里
記
念
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

医
学
部
な
ら
び
に
三
四
会

（
医
学
部
同
窓
会
）
で
は
、

初
代
医
学
部
長
・
病
院
長
で

あ
る
北
里
柴
三
郎
博
士
の
6

月
13
日
の
ご
命
日
に
際
し
、

そ
の
偉
業
を
長
く
記
念
す
べ

く
、
北
里
記
念
式
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

北
里
柴
三
郎
博
士
は
明
治

25
年
に
福
澤
先
生
の
援
助
に

よ
り
芝
公
園
に
伝
染
病
研
究

所
を
創
設
し
ま
し
た
。
福
澤

先
生
の
志
に
報
い
る
た
め
、

初
代
医
学
部
長
と
し
て
就
任

し
、
現
在
の
医
学
部
お
よ
び

大
学
病
院
の
礎
を
築
き
ま
し

た
。

　

記
念
式
で
は
、
伊
藤
公
平

塾
長
（
欠
席
の
た
め
北
川
雄

光
常
任
理
事
が
代
読
）、
金

井
隆
典
医
学
部
長
、
武
田
純

三
三
四
会
長
、
北
里
家
代
表

の
北
里
英
郎
氏
の
挨
拶
に
続

き
、
三
四
会
賞
（
北
里
賞
・

北
島
賞
）
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
法
人
北
里
研

究
所
か
ら
、
小
林
弘
祐
理
事

長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

三
四
会
に
よ
る
北
里
賞

は
、
北
里
柴
三
郎
博
士
の
偉

業
を
記
念
し
て
、
昭
和
26
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
33

年
か
ら
は
第
二
代
医
学
部
長

北
島
多
一
博
士
を
記
念
し
た

北
島
賞
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

北
里
賞
（
基
礎
研
究
、
お
よ

び
臨
床
へ
の
発
展
研
究
に
お

け
る
優
れ
た
業
績
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
）、
北
島
賞

（
臨
床
医
学
、
お
よ
び
臨
床

研
究
に
お
け
る
優
れ
た
業
績

に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
）

は
、
医
学
部
に
お
け
る
権
威

あ
る
学
術
賞
で
あ
り
、
国
際

的
に
も
評
価
さ
れ
る
業
績
が

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
北
里
賞
、
北
島

賞
の
受
賞
者
は
右
記
の
と
お

り
で
す
。
授
賞
式
後
に
は
、

受
賞
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
先

進
的
な
医
学
研
究
成
果
の
発

表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

本年11月に会員名簿を発行する予定です。同窓会ホームページ（https://www.
sanshikai.jp）のマイページから各自、勤務先と自宅の情報更新をお願いします。
これまでにマイページにログインされていない方には、郵送で従来の名簿アンケ
ートを５月下旬にお送りしました。訂正のある方は赤字で修正の上、ご返送くだ
さい。６月30日の登録データをもとに発行作業を進めますので、皆様の御協力を
お願いします。
電 話：03-5363-3735（同窓会事務局）
Email：info@sanshikai.jp
� 三四会会長　武田　純三
� 名簿委員長　宮川　義隆

【三四会名簿発行とアンケートご協力のお願い】
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